
作品づくりのヒント

4つの要素から、
30秒の告知映像へ

この資料は、応募者の⾃由な発想を助けるための補助資料です。
内容をそのまま映像化する必要はありません。

がんを知る⽇ in みなとみらい 告知CM AI動画コンテスト

最後の⼀⾔
10⽉4⽇、みなとみらいに⾏こう︕
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このコンテストで⾒たい映像
怖がらせるのではなく、知る・⽀える・つながることを描く告知CMです。

制作の軸

・30秒以内の縦型映像（9:16）
・⼀般の⼈が「⾏ってみたい」
と思う

・がんを重く描きすぎない
・⽣成AIらしい意外性や
映像の強さも歓迎

・4つの要素から1つ以上を選ぶ

⽬標︓関⼼を持ち、会場に
⾜を運ぶ⼈を増やす

4つの要素

01 知ることは守ること

02 みえない事情に想像⼒を

03 ささえる⾔葉は⼀つではない

04 がんを知る⽇は楽しい
1⽇でもある
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01 知ることは守ること

この⾔葉の意味

正しい知識は、⾃分と
⼤切な⼈を守る⾏動に
つながる。

怖がらせるより、「知れば動ける」
を⾒せる。

描き⽅のヒント

・「知らない不安」から「できる
⾏動」へ変わる瞬間を描く

・検診、相談、学び、家族への
声かけを明るく⾒せる

・医学解説ではなく、⾏動が
⽣まれる物語にする

親⼦で「検診に⾏こう」と声をかける

暗い霧が晴れ、みなとみらいの光へ
向かう

知識のカードが、家族を守る光になる

映像の種

がんを知る⽇ in みなとみらい｜告知CM AI動画コンテスト 制作ヒント資料 3



02 みえない事情に想像⼒を

この⾔葉の意味

元気そうに⾒える⼈にも
治療・不安・疲れ・家族
の事情がある。

⾒た⽬で決めつけない。想像⼒を
⼀歩⾜す。

描き⽅のヒント

・外⾒では分からない背景を、
映像表現で可視化する

・押しつけず、少しだけ想像する
姿勢を描く

・「かわいそう」ではなく「同じ
社会で⽣きる⼈」として描く

⼈混みの中に、こころの⾔葉が
そっと浮かぶ

席を譲る、待つ、急がせない、
など⼩さな⾏動

笑顔の裏側にある通院・副作⽤・
家族の⼼配

映像の種
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03 ささえる⾔葉は⼀つではない

この⾔葉の意味

励ます、聞く、普通に
接する、そっと⾒守る。
⽀え⽅は⼈によって違う

⽀えは、強い⾔葉だけではない。

描き⽅のヒント

・「正しい⼀⾔」を探すより、相⼿
に合わせる姿を描く

・普通の会話やいつもの時間も、
⼤きな⽀えになりうる

・⼀⽅的な励ましではなく、関係性
の温度を⼤切にする

友⼈がいつも通り笑って話す

「話したくなったら聞くよ」と⾔う

何も聞かず、隣で同じ景⾊を⾒る

映像の種
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04 がんを知る⽇は楽しい1⽇でもある

この⾔葉の意味

命や健康を考える⽇だか
らこそ、⼈が集まり、
⾳楽があり、笑顔がある

暗い啓発ではなく、開かれた⼀⽇
として描く。

描き⽅のヒント
・イベントの明るさ、ライブ感、
みなとみらいの開放感を使う

・トーク、⾳楽、⾼校⽣パフォー
マンス、ブースを楽しさとして
⾒せる

・「学び」と「楽しい⼀⽇」が
同時にある映像にする

会場へ向かう家族や友⼈の⾜取り

⾳楽とラベンダーリボンが街に広がる

最後に「10⽉4⽇、みなとみらいに
⾏こう︕」

映像の種

がんを知る⽇ in みなとみらい｜告知CM AI動画コンテスト 制作ヒント資料 6



30秒CMに落とし込む
4つを全部説明する必要はありません。1つの要素を、強い1シーンにするのも歓迎です。

構成A︓1シーン物語

⼀⼈の⾏動や⼀⾔で、⾒た⼈
の気持ちが動く。

構成B︓4つの要素を連打

知る・想像する・⽀える・
楽しむをテンポよく⾒せる。

構成C︓イベントへ向かう

みなとみらいの街から会場へ。
来場したくなる映像にする。

必須要素
映像の最後は
「10⽉4⽇、みなとみらいに⾏こう︕」

避けたいこと
過度に怖がらせる／⽣活習慣だけで責める／医学
的断定をする／実在⼈物を無断で使う

⾒る⼈が、少し知りたくなる。少し優しくなる。
そして、会場に⾏きたくなる。
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